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K 様　個人邸

F e a t u r e d
t h i s  m o n t h

伝統 × 先進
ナチュラルモダンの家

大黒柱のある無垢の樹の住宅。

心地よい木の香りが漂うくつ

ろぎの LDKの空間です。自然

素材と対称的なモダンな照明

やステンレスのキッチンなど、

異なる素材を上手く調和させ

たトレンドの MIXインテリア。

窓の周辺のスペースを有効に

活用するため、窓枠の内側に

カーテンを納めました。すっ

きりとした印象でナチュラル

モダンな内装にも似合います。

麻の薄手カーテン越しに映る

ウッドデッキは、家族の安ら

ぎの場所となることでしょう。

天然素材のファブリックブランド 夏そびく

Cur t a in ,Rug ,Cush ion ,L igh t i ng ,
Apron ,Bed l i nen ,  and  more  . . .
a l l  n a tu r a l .  f e e l  cozy  l i f e  !

「 n a t s u s o b i k u  j o u r n a l 」 は 日 々 の 活 動 内 容 や 想 い 、
心 地 よ い 暮 ら し づ く り の た め の ヒ ン ト を パ ー ト ナ ー
の皆様へお伝えするための情報誌です。

アメツチ 09 霞空 フラットスタイル / レイ 01 しろ フラットスタイル

h t t p : / / w w w . n a t s u s o b i k u . j p
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施工協力：Sty le様



M O N T H L Y C O N T E N T S

C o t o w a r i  D e s i g n  I n c .   千 葉 県 千 葉 市 緑 区 誉 田 町 1 - 2 9 7 - 3

t e l： 0 4 3（ 3 1 0 ）7 9 7 5 　 　 f a x： 0 4 3（ 3 1 0 ）7 9 7 6 　 　 m a i l： i n f o @ c o t o w a r i - d e s i g n . c o m

■ 事 業 内 容 　 天 然 繊 維 の フ ァ ブ リ ッ ク 企 画・製 作・販 売  /  イ ン テ リ ア コ ー デ ィ ネ ー ト / テ キ ス タ イ ル・広 告 デ ザ イ ン 制 作

December 2017

これまで私は石を見つけ、石を愛でるために様々な場所を訪れてきた。すべての場所がそれぞれに異なっており、どこへ行っても新たな種類の美に出会う歓
びで有頂天になる。もっとも、その度に穏やかならぬ思い、自分を卑下したくなる思いが私の胸をよぎる―私たちが何をしようが、いたるところの天然自然
の中に存在する完璧さと美しさにはかないっこないのに。 ―ヨーガンレールさんが自著　Babaghur iのなかで

夏そびくアトリエがある千葉県では紅葉の彩りが美しい季節を過ぎ

木々の多くが落葉をしています。春には美しい花を咲かせる「桜」

の樹もその葉を落とし暖かい季節を待ちわびています。日本の四季

の美でもある「桜」の落ち葉を頂き、この季節にしか体験できない

桜の葉染めを行いました。落ち葉からでも可愛らしい桜の花のよう

なほんのりと優しい色合いのピンク色に染まってくれます。

■ 桜の落ち葉で草木染め

アトリエのものづくりアトリエのものづくり

Works
天然木の床に漆喰や珪藻土の壁など、自然素材へのこだわりを持ち

ながらも、全く異なる金属的な素材をミックスさせたインテリアは

最近よく目にします。ひとつのテイストだけでなく、良いところは

積極的に取り入れていく思考はとても日本的だといえるかもしれま

せんね。今回ご紹介するのもそんな MIXインテリアのお住まいです。

ステンレスのキッチンは奥様が特注でオーダーされたそうです。

壁面はレンガブロック調のアクセントクロス。それぞれの要素は

無機質な印象を受けますが、

あたたかみのある自然素材の

内装材と組み合わさると心地

良い快適な空間となります。

書斎スペースとなる造作の

カウンター窓には 【アヤ01】

のシングルシェード。窓から

見えるプライベートな庭には大きな山椒の樹が植えられています。

随所に和の要素を感じつつも目新しさもある素敵なお住まいでした。

■ 自然素材とステンレスの相性

伝えたいこと

窓装飾プランナーの

ht tp ://www.natsusob iku . jp/works

お客様への納入事例を夏そびくブランド HPに掲載しております。

随時更新していますので是非チェックしてください。納品写真を

お送り頂いた取扱店さまはブログ等でもご紹介させて頂きます。

営業担当者へ送付いただくか、下記のメールアドレスまでお寄せ

ください。　→　wholesa le@natsusob iku . jp

I n fo rma t ion

右が染める前、左が桜染め生地です。色の差がお分かりでしょうか？

夏そびくのアトリエではこれまでも不定期に草木染め体験を行って

きました。次回は12月20日（水）に麻のハンカチを西洋茜で染める

ワークショップを行います。中薄手の麻生地「フォグ」を、Xʼ mas

時期にぴったりの温もりのある朱色に染めて頂きます。2019年は定

期的にイベントを行っていきますので是非皆様もご参加ください。

Top ic s


